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我
が
国
の
年
平
均
気
温
は
、
百
年
当
た
り
一
・
三
五
℃
の
割
合
で
上
昇
し
、
世
界
平
均
の
二
倍
近
い
上
昇
率
で
温
暖
化
が
進

み
、
こ
の
こ
と
が
農
業
に
お
け
る
重
大
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
お
り
、
作
物
の
収
量
減
少
・
品
質
低
下
な
ど
、
生
産
現
場
に
大
き

な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
害
虫
の
ま
ん
延
リ
ス
ク
の
増
加
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
害
虫
防
除
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。 

 

水
稲
に
つ
い
て
は
、
高
温
に
よ
っ
て
白
未
熟
粒
や
胴
割
れ
粒
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
品
質
が
低
下
し
て
お
り
、
令
和
五
年

産
米
で
は
、
一
等
米
の
比
率
が
過
去
最
低
の
六
十
・
九
％
と
な
っ
た
。
果
樹
に
つ
い
て
は
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
の
着
色
不
良
、

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
浮
皮
や
日
焼
け
、
日
本
な
し
の
発
芽
不
良
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。 

 

害
虫
に
つ
い
て
は
、
気
温
上
昇
に
よ
る
分
布
の
北
上
・
拡
大
、
発
生
量
の
増
加
、
越
冬
の
可
能
性
が
報
告
・
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
本
年
に
お
い
て
は
、
カ
メ
ム
シ
類
な
ど
の
大
発
生
が
予
測
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
、
病
害
虫
発
生
予
察
情
報
の
う
ち
、
警

報
が
四
県
で
発
出
さ
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
高
温
や
害
虫
の
大
量
発
生
の
被
害
対
策
と
し
て
、
農
業
現
場
に
お
け
る
遮
熱
資
材
の
導
入
や
農
薬
散
布
等
の

害
虫
防
除
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。 
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 
令
和
二
年
以
降
に
お
け
る
高
温
及
び
害
虫
に
よ
る
農
業
被
害
額
を
、
可
能
な
限
り
示
さ
れ
た
い
。 

二 

国
が
農
業
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
、
高
温
被
害
及
び
害
虫
被
害
の
防
止
に
関
す
る
施
策
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
、
農
業
被
害
を
防
止
す
る
対
策
と
し
て
十
分
で
あ
っ
た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

令
和
五
年
度
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
「
高
温
対
策
栽
培
体
系
へ
の
転
換
支
援
」
事
業
を
継
続
し
、
農
業
者
の
遮
光
資
材

の
導
入
等
高
温
被
害
対
策
へ
の
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

害
虫
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
農
薬
散
布
に
よ
る
駆
除
や
、
防
虫
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
る
侵
入
防
止
な
ど
の
対
策
が

重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
防
虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
た
際
の
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
の
遮
光
資
材
等
の
設
置
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
農
業
者
が
行
う
害
虫
被
害
防
止
対
策
や
そ
れ
に
付
随
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
国
が
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


